


主な増減理由

貸借対照表の概要貸借対照表の概要貸借対照表の概要貸借対照表の概要

■■■■貸借対照表とは貸借対照表とは貸借対照表とは貸借対照表とは

国立大学法人の財政状態について、決算日（平成2７年3月31日）における全ての資産、負債及び純
資産を示したものです。

貸借対照表貸借対照表貸借対照表貸借対照表【【【【資産の部資産の部資産の部資産の部】】】】

【【【【資産資産資産資産の部にの部にの部にの部についてついてついてついて】】】】
平成2６年度末の資産合計は、前年度比17.9億円増の934.2億円となっています。

主主主主なななな増加要因増加要因増加要因増加要因
・附属病院本館改修、総合科学支援センター改修等による建物の増加が16.3億円
・定期預金及び譲渡性預金開始の増加が17億円
主な減少要因主な減少要因主な減少要因主な減少要因
・長期定期預金の増及び譲渡性預金開始の増による現金及び預金の減少が27.3億円

（単位：百万円）

平成25年度平成25年度平成25年度平成25年度 平成26年度平成26年度平成26年度平成26年度 増減額増減額増減額増減額

　土地　土地　土地　土地 30,45130,45130,45130,451 30,45130,45130,45130,451 0000

　建物等　建物等　建物等　建物等 30,75230,75230,75230,752 32,38032,38032,38032,380 1,6281,6281,6281,628

　工具器具備品　工具器具備品　工具器具備品　工具器具備品 7,1687,1687,1687,168 7,3217,3217,3217,321 153153153153

　図書　図書　図書　図書 5,7895,7895,7895,789 5,8265,8265,8265,826 38383838

　ソフトウエア　ソフトウエア　ソフトウエア　ソフトウエア 43434343 1,5001,5001,5001,500 1,4571,4571,4571,457

　現金及び預金　現金及び預金　現金及び預金　現金及び預金 10,16110,16110,16110,161 7,4347,4347,4347,434 △ 2,727△ 2,727△ 2,727△ 2,727

　有価証券・定期預金　有価証券・定期預金　有価証券・定期預金　有価証券・定期預金 1,7111,7111,7111,711 3,4113,4113,4113,411 1,6991,6991,6991,699

　未収附属病院収入　未収附属病院収入　未収附属病院収入　未収附属病院収入 3,6593,6593,6593,659 3,7403,7403,7403,740 81818181

　その他の未収入金　その他の未収入金　その他の未収入金　その他の未収入金 420420420420 573573573573 154154154154

　その他の資産　その他の資産　その他の資産　その他の資産 1,4761,4761,4761,476 780780780780 △ 697△ 697△ 697△ 697

　資産　資産　資産　資産 91,63091,63091,63091,630 93,41693,41693,41693,416 1,7861,7861,7861,786

※百万円未満切り捨てのため、合計は一致しない場合があります。

附属病院本館改修、総合科学

研究支援センター（重信ス

テーション）改修、工学部３

号館改修等による増加

長期定期預金、譲渡性預金等

の増による減

病院情報管理システム等のソ

フトウェアの増

長期定期預金の増

譲渡性預金開始に伴う増

附属病院外来棟改修工事等の

竣工に伴う減



（単位：百万円）

平成25年度平成25年度平成25年度平成25年度 平成26年度平成26年度平成26年度平成26年度 増減額増減額増減額増減額

　資本金　資本金　資本金　資本金 36,16336,16336,16336,163 36,16336,16336,16336,163 0000

　資本剰余金　資本剰余金　資本剰余金　資本剰余金 6,1676,1676,1676,167 6,8676,8676,8676,867 700700700700

　 前中期目標期間繰越積立金　 前中期目標期間繰越積立金　 前中期目標期間繰越積立金　 前中期目標期間繰越積立金 2,9182,9182,9182,918 2,9172,9172,9172,917 △ 0△ 0△ 0△ 0

　目的積立金　目的積立金　目的積立金　目的積立金 1,0541,0541,0541,054 539539539539 △ 515△ 515△ 515△ 515

　積立金　積立金　積立金　積立金 2,1412,1412,1412,141 2,6002,6002,6002,600 459459459459

　当期未処分利益　当期未処分利益　当期未処分利益　当期未処分利益 459459459459 504504504504 44444444

　純資産：計　純資産：計　純資産：計　純資産：計 48,90248,90248,90248,902 49,59049,59049,59049,590 688688688688

　負債・純資産　負債・純資産　負債・純資産　負債・純資産 91,63091,63091,63091,630 93,41693,41693,41693,416 1,7861,7861,7861,786

※百万円未満切り捨てのため、合計は一致しない場合があります。

施設費、目的積立金を財源と

する資産の取得による増

目的積立金執行による減

損益計算書の当期総利益と

一致します

25年度に発生した利益（現

金の裏付けがない）を積立金

として計上

【【【【負債の負債の負債の負債の部に部に部に部についてついてついてついて】】】】
平成26年度末の負債合計は、前年度比11億円減の438.3億円となっています。

主主主主なななな増加要因増加要因増加要因増加要因
・当年度リース開始の増によるリース債務の増加等が15.8億円
・期末に取得した資産の増による未払金の増加が5.2億円
主な減少要因主な減少要因主な減少要因主な減少要因
・業務達成基準を適用した事業の終了による運営費交付金債務の減少が9.2億円

【【【【純資産の純資産の純資産の純資産の部に部に部に部についてついてついてついて】】】】
平成26年度末の純資産合計は、前年度比6.9億円増の495.9億円となっています。

主主主主なななな増加要因増加要因増加要因増加要因
・施設費補助金、目的積立金を財源とする資産の取得による資本剰余金の増加が7億円

貸借対照表貸借対照表貸借対照表貸借対照表【【【【負債の部負債の部負債の部負債の部】】】】

貸借対照表貸借対照表貸借対照表貸借対照表【【【【純資産の部純資産の部純資産の部純資産の部】】】】

貸借対照表の概要貸借対照表の概要貸借対照表の概要貸借対照表の概要

（単位：百万円）

平成25年度平成25年度平成25年度平成25年度 平成26年度平成26年度平成26年度平成26年度 増減額増減額増減額増減額

　資産見返負債　資産見返負債　資産見返負債　資産見返負債 15,52715,52715,52715,527 15,55115,55115,55115,551 24242424

　借入金　借入金　借入金　借入金 15,05115,05115,05115,051 14,86514,86514,86514,865 △ 186△ 186△ 186△ 186

　運営費交付金債務　運営費交付金債務　運営費交付金債務　運営費交付金債務 926926926926 3333 △ 924△ 924△ 924△ 924

　寄付金債務　寄付金債務　寄付金債務　寄付金債務 2,8872,8872,8872,887 2,9652,9652,9652,965 78787878

　前受受託研究費等　前受受託研究費等　前受受託研究費等　前受受託研究費等 382382382382 388388388388 6666

　未払金　未払金　未払金　未払金 6,3556,3556,3556,355 6,8746,8746,8746,874 520520520520

　その他の負債　その他の負債　その他の負債　その他の負債 1,6001,6001,6001,600 3,1803,1803,1803,180 1,5801,5801,5801,580

　負債：計　負債：計　負債：計　負債：計 42,72842,72842,72842,728 43,82543,82543,82543,825 1,0981,0981,0981,098

病院借入金の償還に伴う減

業務達成基準を適用した事業

の終了に伴う減

期末に取得した資産の増加に

よる未払金の増

当年度リース開始の増に伴う

リース債務の増

主な増減理由

主な増減理由



（単位：百万円）

平成25年度平成25年度平成25年度平成25年度 平成26年度平成26年度平成26年度平成26年度 増減額増減額増減額増減額
　経常費用　経常費用　経常費用　経常費用
　　業務費　　業務費　　業務費　　業務費 39,13839,13839,13839,138 40,32640,32640,32640,326 1,1881,1881,1881,188

　　　 教育経費　　　 教育経費　　　 教育経費　　　 教育経費 2,3492,3492,3492,349 2,4042,4042,4042,404 55555555

　　　 研究経費　　　 研究経費　　　 研究経費　　　 研究経費 2,7492,7492,7492,749 2,6462,6462,6462,646 △ 103△ 103△ 103△ 103

　　　 診療経費　　　 診療経費　　　 診療経費　　　 診療経費 11,70411,70411,70411,704 12,09712,09712,09712,097 393393393393

　　　 教育研究支援経費　　　 教育研究支援経費　　　 教育研究支援経費　　　 教育研究支援経費 624624624624 762762762762 138138138138

　　　 受託研究・事業費等　　　 受託研究・事業費等　　　 受託研究・事業費等　　　 受託研究・事業費等 1,1101,1101,1101,110 1,0111,0111,0111,011 △ 98△ 98△ 98△ 98

　　　 人件費　　　 人件費　　　 人件費　　　 人件費 20,60220,60220,60220,602 21,40521,40521,40521,405 803803803803

　　一般管理費　　一般管理費　　一般管理費　　一般管理費 1,0481,0481,0481,048 1,0721,0721,0721,072 25252525

　　財務費用等　　財務費用等　　財務費用等　　財務費用等 247247247247 227227227227 △ 19△ 19△ 19△ 19

  　　 経常費用　計：  　　 経常費用　計：  　　 経常費用　計：  　　 経常費用　計： 40,43240,43240,43240,432 41,62541,62541,62541,625 1,1931,1931,1931,193

　経常収益　経常収益　経常収益　経常収益
　　運営費交付金収益　　運営費交付金収益　　運営費交付金収益　　運営費交付金収益 11,63311,63311,63311,633 12,78812,78812,78812,788 1,1551,1551,1551,155

　　学生納付金収益　　学生納付金収益　　学生納付金収益　　学生納付金収益 5,7385,7385,7385,738 5,7085,7085,7085,708 △ 30△ 30△ 30△ 30

　　附属病院収益　　附属病院収益　　附属病院収益　　附属病院収益 18,50518,50518,50518,505 18,58418,58418,58418,584 79797979

　　受託研究・寄付金等収益　　受託研究・寄付金等収益　　受託研究・寄付金等収益　　受託研究・寄付金等収益 2,1492,1492,1492,149 2,1142,1142,1142,114 △ 35△ 35△ 35△ 35

　　資産見返負債戻入　　資産見返負債戻入　　資産見返負債戻入　　資産見返負債戻入 1,5791,5791,5791,579 1,6041,6041,6041,604 25252525

　　その他収益　　その他収益　　その他収益　　その他収益 1,2941,2941,2941,294 1,2991,2991,2991,299 5555

　　　経常収益　計：　　　経常収益　計：　　　経常収益　計：　　　経常収益　計： 40,89840,89840,89840,898 42,09742,09742,09742,097 1,1991,1991,1991,199

　経常利益（△経常損失）　経常利益（△経常損失）　経常利益（△経常損失）　経常利益（△経常損失） 466466466466 472472472472 6666

　臨時損失　臨時損失　臨時損失　臨時損失 133133133133 117117117117 △ 16△ 16△ 16△ 16

　臨時利益　臨時利益　臨時利益　臨時利益 122122122122 63636363 △ 59△ 59△ 59△ 59

　当期純利益　当期純利益　当期純利益　当期純利益 455455455455 418418418418 △ 37△ 37△ 37△ 37

　目的積立金取崩額　目的積立金取崩額　目的積立金取崩額　目的積立金取崩額 5555 86868686 81818181

　当期総利益（△当期総損失）　当期総利益（△当期総損失）　当期総利益（△当期総損失）　当期総利益（△当期総損失） 459459459459 504504504504 44444444

※百万円未満切り捨てのため、合計は一致しない場合があります。

消耗品費、備品費及び減価償却費

の減

医薬品費等の材料費及び減価償

却費等の増

経営努力による増

業務達成基準等による前年度か

らの繰越額の増

改修工事に伴う移設撤去費の増

給与臨時特例解除等による増

貸借対照表の当期未処分利益と

一致します

目的積立金の執行増に伴う増

■損益計算書とは■損益計算書とは■損益計算書とは■損益計算書とは
一会計期間における国立大学法人の運営状況を示したものです。業務運営に要した費用、事業の実施
や業務の実現に応じて計上する収益を示しています。

【【【【経常費用について経常費用について経常費用について経常費用について】】】】
平成26年度の経常費用は、11.9億円増の416.3億円となっています。

主な増加要因主な増加要因主な増加要因主な増加要因
・給与臨時特例解除による人件費の増加が8億円
・診療用材料の増加等による診療経費の増加が3.9億円
主な減少要因主な減少要因主な減少要因主な減少要因

・消耗品、備品購入の減等による研究経費の減少が1億円

【【【【経常収益について経常収益について経常収益について経常収益について】】】】
平成26年度の経常収益は、12億円増の421億円となっています。

主な増加要因主な増加要因主な増加要因主な増加要因
・業務達成基準等による運営費交付金繰越額の増による増加が11.6億円
主な減少要因主な減少要因主な減少要因主な減少要因
・受託研究の当期受入額の減少による受託研究等収益の減少0.4億円および

学生納付金収益の減少0.3億円

平成26年度の当期総利益は0.4億円減の5億円となっています。しかしこの利益の要因は現金を伴う
利益ではなく、主に長期借入金の元本償還や減価償却費等による現金を伴わない利益となります。

損益計算書損益計算書損益計算書損益計算書 主な増減理由

損益計算書損益計算書損益計算書損益計算書の概要の概要の概要の概要



（単位：百万円）

平成25年度平成25年度平成25年度平成25年度 平成26年度平成26年度平成26年度平成26年度 増減額増減額増減額増減額

Ⅰ　業務活動によるキャッシュ・フローⅠ　業務活動によるキャッシュ・フローⅠ　業務活動によるキャッシュ・フローⅠ　業務活動によるキャッシュ・フロー 5,0025,0025,0025,002 3,5273,5273,5273,527 △ 1,475△ 1,475△ 1,475△ 1,475

　　　　原材料等支出　　　　原材料等支出　　　　原材料等支出　　　　原材料等支出 △ 14,225△ 14,225△ 14,225△ 14,225 △ 13,847△ 13,847△ 13,847△ 13,847 378378378378

　　　　人件費支出　　　　人件費支出　　　　人件費支出　　　　人件費支出 △ 20,593△ 20,593△ 20,593△ 20,593 △ 22,011△ 22,011△ 22,011△ 22,011 △ 1,417△ 1,417△ 1,417△ 1,417

　　　　その他の業務支出　　　　その他の業務支出　　　　その他の業務支出　　　　その他の業務支出 △ 924△ 924△ 924△ 924 △ 874△ 874△ 874△ 874 50505050

　　　　運営費交付金収入　　　　運営費交付金収入　　　　運営費交付金収入　　　　運営費交付金収入 12,71612,71612,71612,716 13,04113,04113,04113,041 325325325325

　　　　学生納付金収入　　　　学生納付金収入　　　　学生納付金収入　　　　学生納付金収入 5,3185,3185,3185,318 5,2735,2735,2735,273 △ 45△ 45△ 45△ 45

　　　　附属病院収入　　　　附属病院収入　　　　附属病院収入　　　　附属病院収入 18,64718,64718,64718,647 18,50118,50118,50118,501 △ 145△ 145△ 145△ 145

　　　　受託研究・補助金・寄付金収入　　　　受託研究・補助金・寄付金収入　　　　受託研究・補助金・寄付金収入　　　　受託研究・補助金・寄付金収入 3,3483,3483,3483,348 2,8012,8012,8012,801 △ 547△ 547△ 547△ 547

　　　　その他収入　　　　その他収入　　　　その他収入　　　　その他収入 677677677677 666666666666 △ 10△ 10△ 10△ 10

　　　　預り金の増加（または減少）　　　　預り金の増加（または減少）　　　　預り金の増加（または減少）　　　　預り金の増加（または減少） 40404040 △ 24△ 24△ 24△ 24 △ 64△ 64△ 64△ 64

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フローⅡ　投資活動によるキャッシュ・フローⅡ　投資活動によるキャッシュ・フローⅡ　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 4,233△ 4,233△ 4,233△ 4,233 △ 3,694△ 3,694△ 3,694△ 3,694 539539539539

　　　　有価証券の取得による支出　　　　有価証券の取得による支出　　　　有価証券の取得による支出　　　　有価証券の取得による支出 △ 12,800△ 12,800△ 12,800△ 12,800 △ 19,440△ 19,440△ 19,440△ 19,440 △ 6,640△ 6,640△ 6,640△ 6,640

　　　　有価証券の償還による収入　　　　有価証券の償還による収入　　　　有価証券の償還による収入　　　　有価証券の償還による収入 15,80015,80015,80015,800 18,44118,44118,44118,441 2,6412,6412,6412,641

　　　　定期預金等の預入による支出　　　　定期預金等の預入による支出　　　　定期預金等の預入による支出　　　　定期預金等の預入による支出 △ 14,800△ 14,800△ 14,800△ 14,800 △ 13,500△ 13,500△ 13,500△ 13,500 1,3001,3001,3001,300

　　　　定期預金等の払戻による収入　　　　定期預金等の払戻による収入　　　　定期預金等の払戻による収入　　　　定期預金等の払戻による収入 11,40011,40011,40011,400 14,40014,40014,40014,400 3,0003,0003,0003,000

　　　　共同運用預り金の返還による支出　　　　共同運用預り金の返還による支出　　　　共同運用預り金の返還による支出　　　　共同運用預り金の返還による支出 △ 2,000△ 2,000△ 2,000△ 2,000 △ 11,400△ 11,400△ 11,400△ 11,400 △ 9,400△ 9,400△ 9,400△ 9,400

　　　　共同運用預り金の受入による収入　　　　共同運用預り金の受入による収入　　　　共同運用預り金の受入による収入　　　　共同運用預り金の受入による収入 2,5002,5002,5002,500 11,40011,40011,40011,400 8,9008,9008,9008,900

　　　　有形固定資産等の取得による支出　　　　有形固定資産等の取得による支出　　　　有形固定資産等の取得による支出　　　　有形固定資産等の取得による支出 △ 6,332△ 6,332△ 6,332△ 6,332 △ 5,595△ 5,595△ 5,595△ 5,595 737737737737

　　　　有形固定資産等の売却による収入　　　　有形固定資産等の売却による収入　　　　有形固定資産等の売却による収入　　　　有形固定資産等の売却による収入 20202020 0000 △ 20△ 20△ 20△ 20

　　　　施設費による収入　　　　施設費による収入　　　　施設費による収入　　　　施設費による収入 1,9901,9901,9901,990 1,9861,9861,9861,986 △ 5△ 5△ 5△ 5

　　　　その他　　　　その他　　　　その他　　　　その他 △ 10△ 10△ 10△ 10 15151515 25252525

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フローⅢ　財務活動によるキャッシュ・フローⅢ　財務活動によるキャッシュ・フローⅢ　財務活動によるキャッシュ・フロー △ 1,742△ 1,742△ 1,742△ 1,742 △ 960△ 960△ 960△ 960 781781781781

　　　　財務・経営センターへの返済支出　　　　財務・経営センターへの返済支出　　　　財務・経営センターへの返済支出　　　　財務・経営センターへの返済支出 △ 850△ 850△ 850△ 850 △ 795△ 795△ 795△ 795 55555555

　　　　長期借入金の借入による収入　　　　長期借入金の借入による収入　　　　長期借入金の借入による収入　　　　長期借入金の借入による収入 538538538538 1,3401,3401,3401,340 802802802802

　　　　長期借入金の返済による支出　　　　長期借入金の返済による支出　　　　長期借入金の返済による支出　　　　長期借入金の返済による支出 △ 644△ 644△ 644△ 644 △ 731△ 731△ 731△ 731 △ 88△ 88△ 88△ 88

　　　　リース債務等の返済による支出　　　　リース債務等の返済による支出　　　　リース債務等の返済による支出　　　　リース債務等の返済による支出 △ 550△ 550△ 550△ 550 △ 554△ 554△ 554△ 554 △ 4△ 4△ 4△ 4

　　　　利息の支払い額　　　　利息の支払い額　　　　利息の支払い額　　　　利息の支払い額 △ 236△ 236△ 236△ 236 △ 220△ 220△ 220△ 220 16161616

Ⅳ　資金増加額（又は減少額）（Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ）Ⅳ　資金増加額（又は減少額）（Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ）Ⅳ　資金増加額（又は減少額）（Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ）Ⅳ　資金増加額（又は減少額）（Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ） △ 973△ 973△ 973△ 973 △ 1,127△ 1,127△ 1,127△ 1,127 △ 155△ 155△ 155△ 155

Ⅴ　資金期首残高Ⅴ　資金期首残高Ⅴ　資金期首残高Ⅴ　資金期首残高 4,8344,8344,8344,834 3,8613,8613,8613,861 △ 973△ 973△ 973△ 973

Ⅵ　資金期末残高（Ⅳ＋Ⅴ）Ⅵ　資金期末残高（Ⅳ＋Ⅴ）Ⅵ　資金期末残高（Ⅳ＋Ⅴ）Ⅵ　資金期末残高（Ⅳ＋Ⅴ） 3,8613,8613,8613,861 2,7342,7342,7342,734 △ 1,127△ 1,127△ 1,127△ 1,127

   とは一致しておりません。

※百万円未満切り捨てのため、合計は一致しない場合があります。

※キャッシュ・フロー計算書の「期末資金残高」には定期預金が含まれないため、貸借対照表の現金及び預金

■■■■キャッシュ・フロー計算書とはキャッシュ・フロー計算書とはキャッシュ・フロー計算書とはキャッシュ・フロー計算書とは

一会計期間における国立大学法人の資金（キャッシュ）の収支状況について、
一定の活動区分（業務活動・投資活動・財務活動の３区分）に分類して示した
ものです。

業務活動によるキャッ
シュ・フローの主な減少
要因としては、給与臨時
特例解除および退職金の
未払金差額による人件費
支出増1,417百万円が
あげられます。
また増加要因として、研
究経費、受託研究費等の
支出減による原材料等の
支出減378百万円があ
げられます。

投資活動によるキャッ
シュ・フローの主な増加
要因として、定期預金等
の払戻による増加3,000
百万円があげられます。
また減少要因として、有
価証券取得による支出増
6,640百万円があげられ
ます。

財務活動によるキャッ
シュ・フローの主な増加
要因として、病院設備投
資に伴う長期借入による
収入の増加802百万円が
あげられます。
また減少要因として、長
期借入金の返済による支
出の増加88百万円があ
げられます。

主な増減理由

キャッシュ・フロー計算書キャッシュ・フロー計算書キャッシュ・フロー計算書キャッシュ・フロー計算書の概要の概要の概要の概要
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附属病院収益も増加しているが、

それに伴い経費も増加している。

分母である経常収益が前年度と比べ1,199百

万円増加していること及び受託研究受入額の

減少（△126万円）等により下がっている。

財務指標による財務分析について財務指標による財務分析について財務指標による財務分析について財務指標による財務分析について

財務指標による経年比較財務指標による経年比較財務指標による経年比較財務指標による経年比較

本学の第１期中期計画期間の平均を「１」とし、それに対する比率を表していま
す。外側であるほど値が良く、数値が低い方が望ましいものについては逆数を用い
て算出しています。

多少落ち込んでいる項目もありますが、概ねバランスのとれた形となっていま
す。

教育に対する充分な投資

の結果である。



判断 *1

教育経費比率　 ↑↑↑↑
教育経費比率（％）
　　　＝教育経費÷業務費×100

6.0% 5.0%

研究経費比率 ↑↑↑↑
研究経費比率（％）
　　　＝研究経費÷業務費×100

6.6% 6.3%

学生当教育経費　 ↑↑↑↑ 学生当教育経費（千円）＝教育経費÷学生実員 250千円 163千円

教員当研究経費　 ↑↑↑↑ 教員当研究経費（千円）＝研究経費÷教員実員 2,356千円 2,044千円

診療経費比率　 ↓↓↓↓
診療経費比率（％）
　　　＝診療経費÷附属病院収益×100

65.1% 66.1%

附属病院収入対長期借
入金返済比率

↓↓↓↓
附属病院収入対長期借入金返済比率（％）
　　　＝（長期借入金返済＋財務経営センター
　　　　　納付金）÷附属病院収益×100

7.9% 11.1%

病床当附属病院収益 ↑↑↑↑
病床当附属病院収益（千円）

　　　＝附属病院収益÷病床数
29,687千円 20,106千円

外部資金比率 ↑↑↑↑
外部資金比率（％）
　　　＝外部資金収益÷経常収益×100

5.0% 4.5%

人件費比率 ↓↓↓↓ 人件費比率（％）＝人件費÷業務費×100 53.1% 59.5%

一般管理費比率 ↓↓↓↓
一般管理費比率（％）
　　　＝一般管理費÷業務費×100

2.7% 3.5%

貸借対照表

損益計算書
受取利息比率 ↑↑↑↑

受取利息比率（％）

　　　＝（受取利息＋有価証券利息）÷（現金・
　　　　　預金＋有価証券）×100

0.3% 0.4%

貸借対照表 流動比率 ↑↑↑↑ 流動比率（％）＝流動資産÷流動負債×100 107.8% 119.1%

　*1　↑↑↑↑高い方が望ましい、↓↓↓↓低い方が望ましい

損益計算書

附属病院
ｾｸﾞﾒﾝﾄ情報

損益計算書

26年度
【参考】

第1期中期期間
平均

関連財務
諸表

計算式
財務指標

効 率 性

活 動 性

発 展 性

効 率 性

発 展 性

収 益 性

経営が効率的に実施されているか

多様な資金（外部資金）を確保して大学と

しての財源を安定させているか

自己収入について、経費に見合う収益確保

がなされているか

教育経費比率 ： 教育経費が大学の業務費に占める割合であり、大学の

業務における教育の比重を判断する指標

研究経費比率 ： 研究経費が大学の業務費に占める割合であり、大学の

業務における教育の比重を判断する指標

学生当教育経費 ： 学生1人あたりの教育経費であり、大学における

教育活動の活発さを判断する指標

教員当研究経費 ： 教員1人あたりの研究経費であり、大学における

研究活動の活発さを判断する指標

健 全 性

健 全 性

収 益 性

収 益 性

活 動 性 教育研究活動が適正な水準で実施されてい

るか

健 全 性 継続安定的に教育研究を提供するため財務の

健全性が確保されているか

人件費比率 ： 人件費が大学の業務費に占める割合であり、人件費の削減

計画等に基づく効率的な運営がされているかどうかを示す

指標

一般管理費比率 ： 主たる業務とされる教育研究以外の管理運営に係る

経費と事業経費との割合であり、効率的な運営がさ

れているどうかを示す指標

附属病院収入対長期借入金返済比率：

附属病院収益に対する長期借入金返済の比率であり、 当該国立

大学附属病院の健全性を判断する1つの指標

流動比率 ： １年以内に返済又は支払うべき債務（流動負債）に対して、

現金化が可能な流動資産がどの程度確保されているかどう

かを示す指標

外部資金比率 ： 経常収益に対する外部から獲得した収益の比率であり、

大学の外部資金による活動状況及び収益状況を判断する

指標

診療経費比率 ： 附属病院収益に対する診療経費の比率であり、附属病院の

収益性を判断する指標

病床当附属病院収益 ： 病床1床あたりの病院収益であり、附属病院に

おける収益生を判断する指標

受取利息比率 ： 現金預金、有価証券からどれだけの利息を得ているかを

示す指標

収 益 性
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